
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の

う
ち
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
に
開
業
い
た
し
ま
し
た
北

陸
新
幹
線
の
好
機
を
一
過
性
の
に
ぎ
わ
い
で

終
わ
ら
せ
ず
、
持
続
的
な
地
域
発
展
へ
と
結

実
さ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　

福
井
商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
資
源
の
潜

在
力
を
掘
り
起
こ
し
、「
越
前
お
ろ
し
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ふ
く
ト
ゥ
ク
」「
ふ

く
の
ね
」
等
を
通
じ
、
新
た
な
食
文
化
の
発

信
や
ま
ち
な
か
周
遊
の
促
進
、
体
験
型
観
光

の
展
開
な
ど
、
多
彩
な
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
な
か

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
確
実
に
進
展
し
、
県
都

ま
ち
な
か
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
認
定
件
数
は
50

件
に
達
す
る
な
ど
、
ま
ち
は
着
実
に
変
化
を

続
け
、
新
た
な
魅
力
が
県
内
外
へ
広
が
り
を

見
せ
て
お
り
、
今
後
も
フ
ァ
ン
ド
の
積
極
的

な
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
間
の
経
済
交
流
も
活
発
化

し
て
お
り
、
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

で
は
沿
線
地
域
か
ら
の
出
展
が
１
・
４
倍
に

増
加
す
る
な
ど
、
人
流
・
商
流
の
活
性
化
が

地
域
経
済
に
新
た
な
可
能
性
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
小
浜
・
京
都

ル
ー
ト
に
よ
る
大
阪
延
伸
の
早
期
認
可
・
着

工
に
向
け
、
北
陸
圏
・
関
西
圏
の
商
工
会
議

所
と
連
携
を
強
化
し
、
機
運
醸
成
に
引
き
続

き
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
一
層
深

化
し
、新
幹
線
開
業
効
果
を〝
点
〟か
ら“

面”

へ
と
広
げ
、
福
井
が
持
続
的
成
長
を
遂
げ
る

た
め
の
確
固
た
る
基
盤
を
築
い
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
中
核
と
な
る
「
福
井
ア
リ
ー
ナ

（
仮
称
）」
の
整
備
は
、
地
域
の
魅
力
向
上
と

交
流
人
口
拡
大
に
資
す
る
重
要
な
事
業
で
あ

り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
本
年
も
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に

は
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
物
価
・
労
務
費
の
高
騰
、
国
際
情

勢
の
不
安
定
化
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
顕
在
化

な
ど
、
企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
複
雑
化
し
、
先
行
き
に
は
依
然
不
透
明
感

が
漂
っ
て
お
り
ま
す
。
当
所
で
は
、
こ
う
し

た
環
境
変
化
に
柔
軟
か
つ
強
靭
に
対
応
し
得

る
経
営
基
盤
の
構
築
に
向
け
て
、
様
々
な
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
本
県
で
は
、
全
国
ト
ッ
プ
の
有
効
求

人
倍
率
が
続
き
、
労
働
供
給
制
約
社
会
の
最

前
線
に
立
つ
中
、
人
手
不
足
を
起
因
と
し
た

防
衛
的
賃
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
収
益
拡
大
を
通
じ
た
持
続

可
能
な
賃
上
げ
へ
転
換
す
べ
く
、
県
の
収
益

力
強
化
事
業
補
助
金
の
活
用
を
促
進
し
、
３

年
間
で
６
７
０
社
超
を
支
援
、
平
均
付
加
価

値
額
12
％
超
の
向
上
と
い
う
成
果
も
現
れ
て

い
ま
す
。
補
助
金
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め

経
営
戦
略
の
転
換
、
新
規
事
業
の
創
出
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
省
人
化
・
省
力
化
、
リ
ス
キ
リ

ン
グ
な
ど
、
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
強
化
に
向

け
た
付
加
価
値
向
上
支
援
を
一
層
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

自
社
の
強
み
を
見
い
だ
し
、
果
敢
に
挑
戦
を

続
け
る
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
。
当
所
は
そ
う

し
た
挑
戦
に
寄
り
添
い
、
伴
走
支
援
を
深
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
未
来
を
皆
様

と
と
も
に
切
り
拓
い
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実

り
多
く
、
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新 年 の ご あ い さ つ新 年 の ご あ い さ つ
〜 共に挑み、共に創る。〜 共に挑み、共に創る。

福井の持続的成長に向けて〜福井の持続的成長に向けて〜
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行

に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

企
業
数
の
99
・
７
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大

都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め
る
中
小
企

業
は
、
円
安
・
原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務

費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を

果
た
し
、
変
化
す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い

く
な
ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る
姿

勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の
時
代

に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の
強
み
を

持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共
に

分
か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支
え
る
基
盤
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本

経
済
の
再
出
発
」を
掲
げ
ま
し
た
。こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て

当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た

環
境
整
備
」
で
す
。
成
長
型
経
済
を
実
現
す
る

に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、

需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ

へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を
持
続

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

適
切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙

げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で
す
。
加
え
て
、

経
済
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両

立
、過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融
政
策
、

人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」

で
す
。
成
長
型
経
済
の
実
現
に
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の
向
上

が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ

Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、

海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど

へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承

継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業

へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
よ
る

地
域
経
済
循
環
の
推
進
」
で
す
。
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼

び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支

援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成

支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議

所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も

と
よ
り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と
い
う
信
念

の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、

地
域
や
事
業
者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き

合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ

ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新 年 の ご あ い さ つ新 年 の ご あ い さ つ
〜 変革と価値共創による日本経済の再出発〜〜 変革と価値共創による日本経済の再出発〜
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